
コロナ禍で必要とされる食のセーフティーネット事業

■「ひとり親子育て応援」で食料支援の申込みが急増 

6月 21日賞味期限の近い食品等のおすそ分けを行い、申込みがあった 47世帯に

調味料やお菓子、お米、JAマインズからのじゃがいもなどを提供、大変喜ばれました。 

■8月からこま YELLの学習支援再開 

春からコロナ禍で中止していたこま YELLの学習支援は、この夏家庭訪問の代わりに 

防災センターを借りて実施され、さっそくフードバンクからお菓子と飲料を提供しました。 

※「ごはん+居場所・おかえり」（共生食堂）からのふりかけを、学習支援とフードバンクからの

夏休みひとり親子育て応援の食品に同封して提供しました。「みんなの居場所」さんからは独

自に学習支援の子どもたちへお菓子のセットが渡されました。 

 

■市の生活困窮相談窓口こま YELLへの食料支援増加に応えて 

4月以降、平常月の提供件数（昨年度

53.8件／月）を大きく上回り、月平均

100件で 400㎏/月（内お米 130

㎏）分の食料提供を行ってきました（右

グラフ参照）。週 2回、市庁舎内作業所

で依頼書をもとに世帯に合わせた食品

のセットを感染防止に留意しながら少

人数で対応し、頑張っています。 
 

こうした活動継続を支えていただく多くの寄付・食品寄贈がありました（詳しくは裏面）。 

本当にありがとうございます！   

 

8月には今年も給食のない夏休み期間のひとり親子育

て応援で、食料支援を市の子ども政策課の協力で実施し

ました。過去最高件数の合計 107世帯（宅配配送 73

件・事務所受け取り 34件）への提供になりました。 

返送アンケートには「夏休み期間は一カ月仕事が休みで 9月の収入がないため

申し込みました。スタッフもとても優しく沢山の食品を頂いて、感動しています。」

など感謝の言葉を多く頂戴しました。申込み理由には、コロナにより子どもたち

が家にいることが多いこともあって家計が厳しい、収入減や「コロナの影響で職

を失いました」など、深刻な状況にあることが見えてきます。 
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【活動報告】 

・5月 

30日 

第 4回通常総会開催 

・6月 

21日 

ひとり親家庭へおすそ分け 

食品提供 

25日 

福祉相談課・こま YELLとの 

三者協議 

・7月 

1日 

市とひとり親家庭食品提供 

覚書を交わす 

2日 

こま YELLとフードバンク 

狛江の二者協議 

・8月 

1日～12日 

夏休みひとり親応援申込 

3日～20日 

夏休みひとり親応援 

受渡し・配送 
 
【今後の予定】 

 
・9月 

11日 

東都生協フードドライブ 

寄贈食品受取 
 

・10月 食品ロス削減月間 

26日～30日 

市庁舎ロビーでパネル展示 

 
フードドライブ(FD) 

家庭で眠る食品を地域の福祉 

団体やフードバンク等に寄付 

する活動のこと 
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NPO法人 

フードバンク狛江 
 

〒201-0001 

狛江市西野川 1-16-７  
TEL:03（5497）0272 
※郵送先は上記、西野川住所へ 

 

開所日：毎週月曜・木曜 13時～

17時（祝日の際は翌平日開所） 
当面時間短縮して 16時まで 

活動しています 

 

市庁舎：毎週月曜・木曜 13時～ 

15時（祝日の際は翌平日開所） 
 

～理事長コラム～  

パンデミックなコロナ感染拡大で私たちの生活は一変しました。人が集うこと

ができなくなり、イベントの中止などから未利用食品が行き場を失って、時には

フードバンクへと食品寄贈される事態が起きています。昨年 10月に施行され

た「食品ロス削減推進法」にはフードバンク活動への行政の支援が盛り込まれて

います。国民的運動へと大きなうねりをつくる今年に、コロナ禍が影を落とし、

市庁舎作業所や新事務所・倉庫のお披露目もできない事態になりました。自粛

が続き、倒産や個人レベルでも失業やシフトを減らされるなど大きく減収する

世帯が増え続けています。フードバンクの食料支援は、かつてないほど急増し

必要とされています。寄付や寄贈が本当に多くの方からフードバンク狛江に寄

せられ、私たちは今後もこの期待に応え活動を継続していきたいと思います。 

※前回のコラムで使用した「慈善」団体の文言に問い合わせがありました。宗教的、教義的な意味は全く  

ございません。「ボランティア」団体の意味で使用しており、失礼しました。   田中 妙幸                        

 
10月は食品ロス削減推進月間です。今年も 10月 26日（月）から 10月 30日（金）市庁舎ロビー

にてパネル展示で食品ロス削減を呼びかけます。どうぞ、ご覧ください。 

なお、コロナ感染防止のため、こまエコまつりやくらしフェスタなどイベント 

の中止が相次いでおり、フードドライブは行いません。食品寄贈は、常設の 

受付場所（以下記載）までお願いいたします。 

なお、本年予定していた日本フードエコロジーセンター工場見学ツアーは、 

コロナ収束後に延期いたします。 

 

家庭に眠るまだ食べられる食品を捨てずにフードバンクへ 

■こまえくぼ 1234 

和泉本町 1-2-34 （☎03-5761-5556） 

火・祝休館 10時～17時 

 

■こまえ正吉苑 

西野川 2-27-23 （☎03-5438-０５５５） 

月～土 8時半～17時半 

■こまえ苑 

岩戸南 4-17-17 （☎03-3489-24０４） 

月～土 8時半～17時半 

 

■狛江市社会福祉協議会 

元和泉 2-35-1（あいとぴあセンター内）  

（☎03-3488-0294） 

日・第 3土・祝休館 8時半～17時 1５分 

食品寄贈の常設の受付場所 

■事務所兼倉庫 

西野川 1-16-7 （☎03-5497-0272） 

毎週月曜・木曜（祝日の場合は翌日） 

13時～16時 （当面時間短縮中） 

■市庁舎 1階作業所 

狛江市庁舎 1階（駐車場となり）  

毎週月曜・木曜（祝日の場合は翌日） 

13時～15時 

 

 
昨年、工場を視察 

4月以降、寄付・食品寄贈でご支援いただいた皆さま、ありがとうございました。（敬称略） 

■食品の寄贈：東都生協/多摩南生活クラブ生協/華嚴院（町田）/三色パステルアート/明治ホールディングス(株)/JAマイ

ンズ/狛江市安心安全課/モランボン（株）/マルコメ（株）/コープみらい染地店/東京すずらんの会/カゴメ（株）/フードバン

クあきた/コカ・コーラボトラズジャパン（株）/三菱ケミカルフーズ（株）/（株）ローソン 他企業・市民の皆さまより 6.8 トン 

■お金の寄付：東京南部生協/府中派遣村/狛江三田会有志の皆さま、他 112名から 148万円の寄付が寄せられました。 

＊「ひとり親子育て応援」食料支援事業は、「読売光と愛の事業団子ども育成事業助成金」を活用して実施しています。 
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